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消費の不均等分配と社会的時間選好率料

井撤

序

本稿において，我々は，消費可誌な財の分配が各1世帯鰐で不均等に行な

れている経済において，保;玄の世帯が「代表的役幣jとして悶民経済全然の消

るためにはどんな諸条件が満されて

いなければならないかを考察、ずる。結論として，社会的厚生関数の強L

可能性と効用調数に閥次性の公言撲が仮定される線り，初期時点の不均等

ための必要十分

条件である。

8)は，その主体的行動を分析することによって閤

会類推しうる世帯主 r代表的L!!:帯j と窓殺した。しかしながら，それはあく

設でも対象的な概念勺あって人口が成長している経務ではそのまま科用でき

ないばかりか，きらに主義大な難j主主ど保留することにも吋つながることになろ

う。?ミーうまでもなく，社会的淳生のコンポーネントとして側々のi企幣の選好

指擦に fものをどいわせるJことが現代会の社会理念の自明的要求である。そう

であれば，結J局のところ，個々のt!t帯の所得となって帰属する財貸・サーピ

スの流れの関約をはなれて

なわち，国民所得ない

ることこそ必繋であろう。その点

補足するものである。

本稿の第 2の目的は，新古典派均衡成炎復絡に沿って消費

れ

と

。
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持続的に成長する時に，筏路が f経連jであるための必護条件な求めること

る。ここに， r-最適Jとは「代議的世帯jの韓的簡{[ほ判断と一立さの距離
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を保った社会的評価の基準が満たされることをいう。この条件は，異時的限

界変換率と社会的時間選好率の均等化にほかならず， 1. Fisheiの基準として

周知である。我々のモデ、ノレにおける持続的成長径路は同時に均衡成長径路で

もあり，両径路の同時的達成を許す点は SaddlePointであるという意味で

安定である。

記号の約束

以下で使用する変数及びパラメーターを次のように記すことにする。

C(t) 総消費量

c(t)， c(t) 世帯当り平均消費量

ら(t) 第 i階層に属する世帯の効用指標

Ui(t) 同世帯主の効用指標

Li(t) 同世帯主の総数

L(t) 総世帯主数

P (t) 総人口

W(t) 社会的厚生

k (t) 効率単位ではかった世帯主当り資木ストック

r (t) 純白己利子率

π(t) 呉時的限界変換率

ム(t) cの消費分配を受けている世帯の時間選好率

δ(t) 社会的時間選好率

l/r 各世帯の平均的構成員人数

日 限界効用の弾力性

甲 世帯効用の構成員人数弾力性

ρ 「純粋」時間選好率

n 人口成長率

9 ノ¥ロッド中立的技術進歩率

引 ci/c比率

料私は過去約3年間，本大学院において経済原論及び経済政策を研究対象としてきた

が，この間研究会その他をつうじてこれらの分野を専攻される教官諸氏から様々の刺

激と御教示を受けることがで、きたことに感謝したい。わけても，早川泰正，小林好宏，

白井孝昌，所哲也の教官諸氏には負うところが多L、。本稿は諸氏の激励なしには公

けになりえなかったであろう o さらに本大学院博士課程松本源太郎，加藤陸洋の両氏
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よ， った。ここゐに記して感謝しない。なお，本1穏に含1どれているかも

しれない不手擦や鎮祭器のいっさいの資任は採のみにある。

時間選立7関採

最も単純なケースとして 3 各t日:千告が均等な分記念受け続ける経済から

しよう。 f工意のI俊平静の 2つの洛索笥路 c={c(t)}とcl={c勺)}とについて多

さと他方より選好するか硲かとL、う蕊は任意の世主帯の時箆選好Pによっ

えられ，次のよう

V伶 J:e-P¥:i[ c(t)]仇 ρ。
によって選好関係pは定義される，

c P cl ~Y(c)> Y(c') 

ここで五[c(なは在意の世幣の効用関数であり， c (t)は没帯三怒りの均等な消費

る。 ρは「純粋、j持間違好議である。ここの場合の誇の持鰐選好

。o(t)は沢乳幼$芭y-K思ynesの公式より
u"(c(t)J c(のと(t)

oo(t) =ρ ー…一一 ・…i1' Cc(t)J . c(t) 

と導出される， oo(t)は「俊裕jの異時的限界托芸書家の変化織と定義される。

の 11 り」

選好関係 る。 ，人口

会的な持総選好関係psは

Vべ←日OiJ:一弘州

n 

ねが一定の時は上の

る場合には，社

n>O・..……一 ………一…ハ・・(1)

cp.c'ごYS(c)>YS(c') ………・・司・ー…・・・…一..い・H ・H ・-…… H ・....・・………(2)

によって定義されるのここで五は f代表的問:檎jの効用関数であり，分配が

る経済では在意

代表的役携の消費合意味すること

るc まTこ 11

1きれずこし、。

の時点(19)Jえば t)から将来にわたる消費筏路 1 

c(θJHとよっ られ， る無差別

りj消費は

G={c(t)， 

よって
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第 1rn設

れる。選好関係の凸性により，無差別泣き畿が震点に対して出となってい

る。〈社会的な意味での〉異時的限界代替率はG点における無差別曲線の接線

の勾訟によって与えられる。災時的限界代替本は将来の消按と現在の約饗と

の社会的交換比選挙でもあり，それはとりもなおさず，現在の済安の犠牲たる

投資の獄苅と収益との関係を示すものである。社会的時間選好不

にほかならない。ぞれはいかなる市場利子率あるいはその複合

から導かれるものではなく，個々の世帯の「純粋」な待鰐選好及び消費並

びに人口 を反映さ4きたものとして， るものであ

る。

怪意、の時点 tC 0長 t話。〉における社会的時間選好本を d(のとすれば，

dc(8) I1 
5{t〉zvh-高官rl …(3) 

Is=t 

と与えられる。 ここ

いて求まる。

は(1)の効)fj積分から dVB(C)認。とお
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dc(B) u'[c(t)J 仰i)
・・・・・・(4)dc(t)一五，[c(8)J 

この時 o(t)は容易に計算され

五ぺc(t)Jc(t) 己(t)
δ(t)=/3ー←一一一一一・一一………………………………・…...・H ・....'(5) 

u'[c(t)J -c(t) 

となる。 (5)は「代表的世帯」の時間選好率から人口成長率 nをヲ|し、たものと

して求まる。

δ(t)=δc(t)-n ...... 一…一 -……………………・ ・・・ -…一…一 ........ '(6) 

すなわち，社会的時間選好率は何を「代表」とするかに対応して決まるもの

である。

不均等分配と世帯の効用指標

4つの基本的関係

以下では，不均等な分配が行われている経済における社会的時間選好率，従

ってそれに対応する代表的世帯を求めるための準備をする。 iを代表的世帯

を表わす添字とすると，社会的時間選好率δ(t)=δci(t)-nは次の 4つの関数関

係を反映させなくてはならない。

(i) 総消費C(t)の追加による世帯への消費分配の増加，i)cijiJC， 

(ii) ciの増加による世帯の効用指標の増加，aUijsCi， 

(iii) I止帯の効用指標の増加による社会的厚生の増加，iJWjiJui， 

(iv) 社会的厚生が増加した時の目的関数の増加，aVS(c)jaW， 

これである。(i )~(iv) はそれぞれに対応する 4 つの仮定のもとで明らかとな

る。

4つの仮定

I 消費の不均等分配

各時点で世帯(主〉聞の消費分配が均等な場合すなわち，すべての iにつ

いて， cu)= C(t)jL(t;= c(t)の時， dCi(t)jdC(t)= ljL(t)である。
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他方，分配が不均等な場合，一般にど(οt

る。もし初期の不均等な分配が保7たこれるならば，すベての 1について

ci(t) =ザ司t)，ザは一定………一…………・… ・…・・…・・… ……一…(6)

と表わすことができる。ザは各 iについて呉なる値をとる。いま小さな値か

ら順にとって行くとローレンツ曲線が描かれ，その時，分布関数

Qi=R(coi)・・・・・・・・・・・・・・・……・・・…一............… ・・・・・・一一 …・ー・・目 ・・・・・・・・・・ (7) 

を得る。ここでQi=U(t)jL(t)であるが，戸は一定で、あるからども tから独立と

なる。

E 代表的世帯の効用指標

いま仮に は代表的世帯として採用されたと考えよう。 iがし、かなる戸

の値をとるかはまだわかっていない。さて，この世帯の効用指標として払を

用いると，次の 2つが世帯の効用関数の典型として考えられる

五i=Ui=Ui[CiJ

五i=(十)"Ui [心 0<出 1................................................(8) 

後者(8)は家族数と位帯効用との聞に正の関係を認めるものであり，一種の家

族の効用集計の単純な仮定を含んでいるとも見られる。前者は可 =0の場合

に相当する。我々は以下で(8)を採用する。ここで可が厳密に 1以下であれ

ば，家族数が2倍になっても，他の事情が等しい限り，それは世帯の効用を

2倍以下にしか増大させないことを物語る O とにかく可>0であれば，世帯

の効用はその構成員の全効用を少しは反映させたものである事は明らかであ

る。

世帯主の効用関数は一定の限界効用弾力性をとり，その限りでは次のよう

な形に特定化しうる

Uバt)=Ai + Bi [Ci(t)J 1 α.... ・・・・・・・・ ・一一・ー・・・・・ ・・ ・…ー ・・ ................(9) 

i Uiぺci(t)J 
一一 > 0， (1一日)払>0…・・・・ ・・・・・……・・・…・・ ・・・・・・・帥
;'[ Ci(t)] 

帥式は，世帯の消費がどの世帯についても一様な率で変化する場合は，各世

帯の限界効用もまた同じ率で変化するという，いわゆる「同次性の公準」に
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もとづいている。

各佐帯は同ーの規模を持つものとすれば，任意の世帯の効用指標は

Ui (t)= (れいBi〔ci(t)〕11 ω 
と表わされる。

E 社会的厚生

社会的厚生はすべての世帯の効用指標の総和であり，代表的位帯を通じて

設定される時には iを代表とすると

W(t)= L(t)百;(t)……・一… ・・・・・・ー・ ・・・・ …一・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・……一....…(12')

と表わされるが，代表を考えない時には
L(t) J 

W(t)= ~ uþ)=~V(t) 古れ)

J 
=日t)fL(t)R(ザ).......•.••• .•.•••••• .•••••••• .••••• •.• ••••••••• .•••••••••••• "(1~ 

と表わされる。

すべての tについて戸は一定であるならば次の命題が成立する。

(命題〉

総消費C(t)の追加がもたらす限界社会的厚生は，その最大値{W'(t)hrA互に

比例し，比例係数は tから独立である。

証明

効用関数は強く i主I(つまり限界効用逓減〕であるから，均等な分配は限界

社会的厚生の最大値を与える。それを

dL(t)百(t) (1 ¥"α  
{W'(t)h1AX u".;;.::;-::.¥c/ = (一一)B[c(t)J-a..…・・……………・…(13)

dC(t)¥r / 

と表わすことができる。 Bはすべての世帯主について均等な分配が行なわれ

る限り任意である。

他方，不均等な分配のもとで，代表となるべき世帯が決まっていない時，

W勺)一一』-L(t)Z品(t)R(仰)dC(t) ~\c/"i' UJ¥c/n¥y 

=(十)hi〔d(t)〕ミ(川.................•••••••••••• (14) 
を得る o (13)， (14)式の比をA(t)とおいて計算すると，
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W'(t) 1 ~ 
えれ)口一一一…二一宮沢おうRC絞っi α 
{W'(t)hrA丈 Bi 

第3与

となり，右辺は tから独立で、ある。すなわちえ判官ムかくて

W勺}二乙 A{W'(t)hrAX'"……証明終り………………

子Bi[c判

N e的調数

な分配のケース

ような効用積分

，時間選好関係は次の

Vs(とい{了)1一方的lJ:e-
sI
吋 (t)Jdt，s=P-n 険

によって定義される。制式は(1)と形式的には弼ーである。政策立案者は人口

が成長ずるにつれて消費の充足震が減少していく奉者ど予想する時，人口の成ー

よりも大きな率 ρで将米を鱗引くことな代表的世帯にすすめるであろ

うO そのような ρ〉立は十分大きな tに対して効用績分の{庶が発散するのをご

ふせぐ。

他方，不均等な分配のケースでは，代表的世帯

通じて設苅されるならば，効用綾分

どれかは不明)'2::' 

Vてv刺cぷ行2ワ)=(什削(r )1ρげ)1寸1ブ也Jに:Jむ山d山i正i[cμci州州i吋司(οωt吟)日〕れ は

は仮に i言をk代表と Lしじ〆;、fたぷ侍に定義iざ3れる。

代表きと考えない場合に効用額分は

やや)口(rmj;J1Mci帆

られる。

納式を ると共に dVS(c)=0とおき t，0な残すと
一月OJ …stJ 

e FUJ(ci(ODR{伊川(8)付 Fuffci(tDR〈内 o

(系より)8について

e .E BiCci(8)j R(ダ~}dë=e-ßoぇB[己(θ)J--d記(8) ，

tについてもj潟様である。かくてdV忽(c)出。は

e….80;!B [長。)J吋 de(約十e-，8リB[e(t)J -ade(t)口 O

と綴約される。 との式は枇帯当今-'f'<防)11弓宅笠宮 C る奥i待的限界代替率きど
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導く。すなわち，

-de(B) (e(t) iα s(O-
一?ー=1一一一Ies(O-t) ー……・ ・……………・・…・ー…".・H ・..……・・締
de(t) l.. e(B) ) 

M式は，代表的世帯を想定しない場合の任意の異なる時点の異時的限界代替

率は，世帯当り平均消費量己に帰着して求まる事を意味している。分配パタ

ーンが不変に保たれる限りM式の右辺は

〔端J-aes(O-t) 
に等しい。これは iが代表として選ばれた時の ciに関する異時的限界代替率

である。 iを任意に選んだとしても，その場合の異時的限界代替率は帥の己

に関するそれに等しく，従って帥を通じて任意の代表は同ーの異時的限界代

替率を持つ。すなわち，

dci(B) dci(B) d日θ)
-ci司王了=-ci苛E了=・….=-cr訂了， ….....・H ・..…-……H ・H ・-…・(1$

従って

δ i(t)=O メt)=・・・…=δ (tl=δ(t)十n

かくて，我々の効用関数のもとでは，任意の世帯が「代表的世帯」に選ばれ

るための必要十分条件は初期の不均等な分配ノfターンが保たれる事である。

その|浪りにおし、て，政策担当者は価値判断から独立に代表を選ぶことができ

るのである。

この結論により，以下では世帯当り平均消費水準に等しい分配を受けてい

る世帯を「代表的世帯」と考えて行くことにする。

1) Hicks( 3 J 21章の付録参照。

の この命題は Feldstein(2 Jに負うている。

技術的制約

以下では混乱のない限り，世帯当り平均消費水準を c(t)と記すことにし，

その技術的制約を考察してし、く。

言うまでもなく，消費財は一種類のみであり，消費は連続的時点について
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なされるという前提にたつの

初期の世帯当り資本ストックk(0 )から出発して次の帥式会三みたす実現可能

{c(t)}のうち，代表的問:携のも と人口成長率のもと

で， ~ こと
。

〉3
注つ♂、-よ

c(t)出町iii{f (k(t)J 宮十μ)k(t)-k(t)}.……..…………………………腕

g 二二 n+S2 

μ:誠弱償却率

新市典派均衡成長経路に沿って成長する時， k口 0， s2であるから，

経済の役務当りエf~勾消費水擦の成長率は，技術進歩率Sic等しくなる。

さて，殻適径路左求めるためには帥式の勤学通程について，災時的限界選芝

を計算する必芸さがある。資本の終自己利子率r(t)は

r(t)=f'[k(t)Jーμ・……………ー…......…………………H ・H ・H ・.....・H ・

である。いま t時点での追加的貯蓄の収益が。

る時，。持点での総消費の増分は

伐均吋P4(j :?K Tけ州)
でで、あるo これを8持点での世帯.:t.l人当りの消費に換算すると，人口成長率

まで連続的に再投資され

n 

叫 {j:〔r(τ)一心吋 帥

となる，闘の変化家安 fJ= tで評錯したものが異時的経界変換本狩(t)である。

、すなわち，

時)=JLilogexp18〔r(T)-n〕df -一…….. . . . ~ぃ・・"*".………・・(幼dfJ l'~6 ~.'J:' J t ，""1 ..~。叫

これな許算すると，

r(τ)一n ......……H ・H ・-……・….........…・………・・小…・………帥

となり，奥時蔀限界代答率は資本の経自主3利子率から人口成長線合ヲ!I.、たも

のと Lて与えられる。究明は投資機会曲線の接線の勾配の変化率であり，投

資の技術的収益と費用の

3) 新設災派生皮総数f(k(t)J，ま21選後分子可能必凹関数である。すなわわ f!>O，



社会的待問滋好率 沼会会宇 219 (545) 

Gまずこf'(Q)=∞が仮定される。 k(t)は効帯主単位で沈かった世帯主怒り資本スドック

o Qは Harrod中立的絞術進歩絡をどあらわず。制

り，従来の汀人当りj消費に対応

しているの

ヰ) 0 時点での貯蓄z投撃をの収益は(t， 0)期間に合ったって迷統的に)符投資される限

り，すべてのτ持点(tく，，<引でのはじめの消淡計図は変苦空会受けない。従って

鱒式は8雲寺ぷで利用可能な消費量のよ数分て、ある。これが投資の約収益にほかなら

ない。

なお， Nordhaus and Tobin[ 5 Jを見よ。

費径蕗

投資の費用及び収益に対する評儲は，ひとつには技術的に決まるもの勺あ

り，他方はそれが世帯の持照選好関係てとつうじて社会的価髄判断として決ま

るものである。形式的には投資機会曲線と無差別刷線の接点によって，おっ

ることが示される。すなわち 2つの詳額が一致ずる事が

の必要条件で、ある。

C(θ) 

重荷2図

ae 
C(o) e 

C(e)間 c(o)

禁忌別館1燦

C (0) 
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π(t)= δ(t)・….....….......… ......…・……………………………・…・・・刷

新古典派成長径路に沿ってこの条件は，

r-n=向十日0・・…・・……・・・・…ー…・ー……・・・………・ ・・ H ・H ・.......…納

と表わされる，この条件を満たす点は第2図のE点で典型的に示されてい

る。 45度線は陛帯当り平均消費の定常的径路であり，我々の持続的成長径路

はその上の直線で示される。 E点において，投資機会曲線と無差別曲線は接

しており，生産関数が凹であることと無差別曲線が原点に対して強く凸であ

ることから，接点は一意的に決まる。

納式はまた変分法によって求めた必要条件(オイラーの条件〉に一致する。

いま，

H=  巴 sL U (c)……...・H ・....………・ … …… ………・・…H ・H ・......・H ・..凶

を定義する。変分法の計算過程を書くならば，

dH 一〈ト白川
dk = e {r(t)一日}u'

dH 一(β-11)1
一τ一=巴(-1 )u' 
dk 

d (斐)欣=e40M411
ここで

A=一手-:+H-a
オイラーの条件は

dH IdH¥ ;k-= d ¥ ~i-) / dt ..................................…..........倒
であるから u'>0，日=-cu"/u'を考慮して

r (t)-9 = A 

=a÷+0-3 制

殊に，均衡成長径路上ではk=oより r(t)=r，e/c=Qであるから， との条件

は

r - 9 =aQ+ s_.Q 

r-n= 戸+aQ……………………・・ ・・ ・・ ……………...・H ・..……・ .~~... 
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となり，斡式に一致するの

註安

，次のような変数f段帯当り平均j待費の持続的成長経路の安定伎をと考える

。
叫
7
h
vあで

点
b
q
鐙》
)るすた

~c

換
伺
h
ド

F
」『

4
4
0
 

…υ 綿
SJiこ対応する特異曲線、は次のよA

U
 

した時，このようにEを

うになるo

k=O 

-SJ=O 
日

以下で球的k)=f (k)一(g+吟kと定義し 3 特異曲線きどそれぞれ

k 

O 

O ごと/c ニ SJ~{f'(k)…μ -p

f(k)一三一{雪十μ)k

c 

で=1Jl{匂……・…υ ……υ …・…………………，………・………帥。
さ=0 ~è/C=SJ~ 1Jl'(k)= 戸田川SJ-SJ…………………………・…..……紳

曲線は第3憶において示されている。。2ことにす

~末
C 

と

長=0

プ色

ザf五j

/¥ 

持

章特3図

Je* O 
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k*，1: 百* さについてえるた

めに新変数(v，x)さと次のように定義する。

V口を-k* ¥ ..…u ・・ ...........9..リ盆""1'..，，・H・.I . . . . ~・ 持
x c-c市}

さらに，関数P，Qを次のように定義する。

P{k，c)口翌r{k)ーで

Q{ k， c )=({1Jl1{k)-s+FJ}十-FJ)吉 締
テイラ…展開して線翠近似すると

P{k，c P(k*，吉永)十 Pk(kへで勺 V十Pc(k六C勺 X

Q( k， c)口 Q{k大さ*)十Qk(k汽定勺V十Qc(kへで勺X

いこでP(kへc*)=Q{kへc勺=0であるから，次の誌でパ股分方程式会f得る。

v I Pk( kヘド) P c( kペド)I I v I………....・H ・-….......，・…ぃ防

x J l Qk( k ぺさ勺 QcO王*で勺J¥ x 
すなわち

""-'.:1< 
C 1-一一

ヌ乙口えjV-

O 
需主

第41@

五
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v I Ir' (k*) 
x|lmf 

'b"，，~ 

-1 

O 
)
 

F
 

門

tηO
 

，t
‘、m-

l
 
v

x

 
である。特性方程式

1f'(k*)-A 1
i
 

つ~*

pfF(k*)7 
A 1=0 …".……………………………伺

を解いた時の特性根をA!，んとすると ，A!，んは点(k*， c *)の近傍の様々な

初期条件に対応して完全に決定される。そのうち，ある特定の径路は実際に

最適となるであろう。

1p"(k*)> 0， 1p'''(k*)< 0であるから

ん<0 < 1p" (k*)くん……………………・・・…………"，・H・"……………(3~

である。これより点(kヘτ*)は鞍点 Saddlepointとなる。

5) {1P'I(kl+ g. -p}士=S2， ここで日 =n+Q，s=p-nより g.-p=一向。であ
るから猿理すると炉供)=日十日。-Q

6ω) Aん1=中(作v引叫f刊恰似(k*昨*
Aん2=(作v叫/恰v制仇v附*勺)汁十〆.v1p"(k*附附ホ勺叩)戸2_一4刊1/"刊川f川川唯哨f刊恰制伽(k山仲k同峠)ド.ε幻/μ日 )-~一
これより

(;)Jt[;]+J[JJ 
がて‘る。なお， Schittko [7 Jを見よ。

結語的覚え書き

不均等な消費の分配を受けている世帯から成る国民経済において，政策担

当者が個々の生活単位に「ものをいわせる」ことを怠ることなしに「目的関

J数」を選択することが望ましし、。我々は，以上の考察の結果，不変の分配パ

ターンと効用関数の性格に依存する時，任意の世帯を「代表的世帯」とする

ことができ，その限りでは実体のある代表を基本として，目的関数を選択す

ることができた。
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「代表的f投機jは任意 る。従って我々は， り平均潟

関しての最適な持続的成長短路の決まさに関して議論をする率ができた。「代表

的世袴Jの消費径路がこれである。しかしながら，この淫絡の決定に対しで

は， ~患のすべての役殺も異存がないはず、である。荷放なら，

費に関する

的tl1..:帯」

って，JX:々

しくなるからであるの換言すれば， I代

る。

ターンの不変性は心しろ一般投合もっているであろう。従

社会的厚生欝童文が分離可能であるとし%う仮定と，

の効用欝数の単純i誌に依存していると言う事ができる。しかしながら，これ

ら関数の一般化は本橋の枠外にあるとともに，今後の議事畿を苦手ぶところとな

ろう。

とは多国民経済のコンポーネントたる倍々の生活挙伎の評価が

されて社会的厚生関数の仁村二人れられていることこそ重要とナる

現念である。当然，目的関数としての操仲性は犠牲になりがちである。他方，

々の開題は，各人の苦手織がどのように総合されて 1つの社会的評畿がっくり

出されるかであった。この問題はむしろ操作性にかかわっている。 消殺者主

権の要求に沿うような，しかも，換か性セ備えた自治関数の構築は，それ自体

多くの調難を含んでいるのは切らかである。しかしながら我々の採用した目

的関数はよの現代的社会理念の還さ求を多少なりとi持たしていると震えよう o
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